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心筋細胞内 adenosine triphosphate (A T P) は従来化学的方法により測定され，虚血時における心
筋 viability の指標として用いられてきたが，心筋ATP量と再濯流時の心機能との相関性に関しては
未だ明確ではない。さらに阻血・再濯流時における心筋ATPの変動も心筋細胞内において均一ではな
い事 (compartmen taliza tion) が示唆されている O この心筋細胞内におけるATP の compartmentali­
zation を把握する事は，阻血時の critical level や再濯流時の機能回復との関連性を検討するうえで重




partmen taliza tion とその阻血時の変動を明らかにする事を目的とするものであるO
〔対象及び方法〕








モル数 (μmol/g. dry wt.) で表した。
心筋肉HEP のNMR測定法
WM -360 N M R spectrometer (Brucker) を用い，正常濯流時における心筋内HEP の測定 (n = 
5) に関しては亘等の方法により以下の如く定量化したO まず31p_ NMR法にて濯流心内のATP と
Cr-P のスペクトルを得てこれを標準溶液と対比したO つぎに同一濯流心の市a-NMR スペクトルを
観測する事により観測視野中における濯流心の細胞内容積比を求め，これにて先に 31p - NMRで求め
た心筋のHEP量を補正し細胞内容積あたりのモル数 (μmol/mP V 1C ) で表したO さらに sucrose を
細胞外スペースマーカーとして用いた濯流実験より心筋の乾燥重量と細胞内容積の比率を求め (n= 5) , 





正常瀧流時におけるATP と Cr-P の化学的測定値はそれぞれ22.4:t 0.71 と 22.9 :t 5.1μmol/g. dry 
wt. であった。一方31p_ NMRより求め市a-NMRにて補正したATP と Cr- P の細胞内容積あた
りのモル数は3.38 :t 0.53 と 5.61 :t1.41μmol/mP V 1Cであった。 sucrose を用いた濯流実験よりこの瀧流
心における心筋乾燥重量と細胞内容積の比率は0.246 :t 0.037g. dry wt./ mR V 1 C と求められたため，こ
れより先の値を換算すると NMR測定によるATP と Cr-P はそれぞれ13.7 :t 2.2 と 22.8 :t 5.8μmol/
















心筋肉ATP量は組血時における心筋 viability の指標として広く用いられているが，阻血による A




本研究は従来困難であった 31p - NMRスペクトルの定量化を可能にするとともに，阻血による心筋
障害の機序を解明し心筋保護法を確立する上で重要な知見を与えるものと考えられる。
-185 一
